
は じ め に

　本県の農業改良普及事業は、魅力ある農業・農村の再興に向けて、「先進的農業に取
り組む経営体の支援」、「地域農業の振興に向けた総合的な支援」を柱とした「協同農業
普及事業の実施に関する方針」の下、国や市町村、関係団体と連携して普及活動に取り
組んでまいりました。

　東日本大震災から10年余り、創造的な復興の取組は着実に進んでおり、ほ場の大区
画化や担い手への農地集積による100haを越える大規模土地利用型経営体や、高度な
環境制御技術等を取り入れた先進的施設園芸経営体が次々と誕生し、本県の農業構造は
大きく変化しています。

　一方、農業・農村においては、農業従事者の減少や高齢化などの恒常的な課題のほか、
肥料・飼料・燃料等資材価格の高騰や頻発化する自然災害、地球温暖化による夏季の高
温や暖冬による収量・品質の低下など、取り巻く情勢は厳しさを増しております。

　このような中、本県の普及活動では、農業経営の安定化や地域農業の核となる経営体
の持続的発展を図るため、「人・農地プラン」の法定化に伴い市町村が取り組む「地域
農業経営基盤強化促進計画」の策定支援をはじめとして、「みどりの食料システム戦略」
の推進、「デジタルトランスフォーメーション」やスマート農業技術をはじめとするア
グリテックの導入による生産性の向上、高度環境制御技術を導入した施設園芸や大規模
露地園芸に取組む経営体の栽培技術の定着と効率的な栽培体系の確立、資材価格高騰を
背景とした堆肥等の有効活用を推進する耕畜連携、新たな担い手の確保・育成及び女性
農業者の活躍に関する取組などを重点的に支援しております。

　県内９カ所の農業改良普及センターの普及指導員と農業革新支援専門員は、以上のよ
うな取組をはじめ34のプロジェクト課題に精力的に取り組んでおり、本書では、令和
５年度に完了した課題を中心に、その成果を取りまとめております。

　農業改良普及センターでは、今後とも市町村、農業団体、農業者等と連携し、「第３
期みやぎ食と農の県民条例基本計画（令和３年３月策定）」に掲げるキャッチフレーズ

「『共創力強化 ～多様な人材が豊かな未来をつくる みやぎの食と農～』のもと、「豊か
な食」、「儲ける農業」の実現を目指して農業現場の課題解決に取り組むとともに、「活
力ある農村」を次の世代につなげるため、農業者のみならず食に関係する全ての事業者
や消費者の連携を推進してまいりますので、一層の御理解と御協力をお願いいたします。

　　　令和６年６月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県農政部長　橋本　和博



１ 先進的経営体や地域の核となる経営体の育成及び経営の安定化・高度化支援
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（９）将来ビジョンの明確化に向けた地域の合意形成支援
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